
 

本
学
位
論
文
は
『
今
昔
物
語
集
』『
古
事
談
』『
今
鏡
』
、
以
上
の
三
作
品
に
お
け
る
説
話
の
収
載
・
配
列

に
着
目
し
て
そ
の
作
品
の
構
造
を
解
き
明
か
す
と
と
も
に
、
い
ず
れ
の
作
品
も
い
わ
ゆ
る
院
政
期
と
呼
称

さ
れ
る
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
三
作
品
を
対
象
と
す
る
論
文
の
総
称
と
し
て
『
院
政
期
説
話
文
学

論
』
と
題
す
る
。
な
お
、
本
学
位
論
文
に
お
け
る
「
院
政
期
」
は
、
院
権
力
が
相
対
的
に
も
っ
と
も
強
く

機
能
し
た
時
期
を
呼
称
す
る
も
の
で
あ
り
、
白
河
院
政
の
開
始
（
応
徳
三
年
・
一
〇
八
六
）
よ
り
、
承
久

の
乱
に
よ
る
後
鳥
羽
院
政
の
崩
壊
（
承
久
三
年
・
一
二
二
一
）
ま
で
を
指
す
こ
と
と
す
る
。 

第
一
部
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、『
今
昔
』
と
略
す
）
に
関
す
る
論
考
を
集
成
し
た
。
欠
巻
、
欠

話
な
ど
、『
今
昔
』
を
特
徴
付
け
る
編
纂
上
の
諸
々
の
振
幅
が
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
る
の
が
、
巻
二
十
二
か

ら
巻
三
十
一
ま
で
の
「
本
朝
世
俗
部
」
と
呼
称
さ
れ
る
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
本
朝
世
俗
部
は
そ
の
始
ま
り

で
あ
る
巻
二
十
一
か
ら
既
に
欠
巻
で
あ
っ
た
。
但
し
、
欠
巻
で
あ
れ
ば
、
震
旦
部
（
巻
八
）
、
本
朝
仏
法
部

（
巻
十
八
）
に
も
存
在
す
る
が
、
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
仏
法
部
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
の
巻
々
に
語
ら
れ
、

生
み
出
さ
れ
る
世
界
の
始
ま
り
を
説
き
明
か
す
―
釈
迦
の
誕
生
と
涅
槃
（
仏
法
の
誕
生
）
、
中
国
へ
の
仏
法

伝
来
、
本
朝
に
お
け
る
仏
法
流
布
の
始
ま
り
―
冒
頭
の
巻
を
欠
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
欠
巻
が
位
置
す
る

場
所
の
相
違
は
、
同
じ
欠
巻
と
は
云
え
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
重
さ
は
同
列
に
論
じ
ら
れ
な
い
。
加

え
て
、
欠
巻
を
除
い
た
天
竺
部
や
震
旦
部
、
本
朝
仏
法
部
の
各
巻
は
等
し
く
三
十
後
半
か
ら
五
十
話
を
以

て
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、
本
朝
世
俗
部
の
巻
々
は
、
巻
二
十
二
が
八
話
、
巻
二
十
三
が
二
十
六
話
、
巻

二
十
五
が
十
四
話
、
巻
二
十
六
が
二
十
四
話
、
巻
三
十
が
十
四
話
と
、
世
俗
部
十
巻
中
、
実
に
半
分
の
五

巻
が
他
巻
の
平
均
的
所
収
話
数
に
比
し
て
著
し
く
少
な
く
、
形
式
面
か
ら
だ
け
で
も
編
纂
作
業
の
難
渋
が

容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
具
体
相
に
目
を
移
せ
ば
、
巻
二
十
二
は
巻
末
話
が
中
絶
、
巻
二
十
三

は
第
一
話
か
ら
十
二
話
を
欠
き
、
巻
二
十
五
は
第
八
話
と
巻
末
話
が
本
文
欠
話
な
ど
、
編
纂
上
、
最
重
要

と
思
し
き
巻
頭
・
巻
末
の
不
備
が
目
立
ち
、
編
纂
方
針
の
揺
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
朝
世

俗
部
は
問
題
を
多
々
孕
み
、
内
容
的
に
も
っ
と
も
興
趣
に
富
み
な
が
ら
も
読
み
解
く
の
は
最
も
難
し
い
一

群
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
学
位
論
文
は
特
に
「
世
俗
部
」
を
中
心
に
論
考
す
る
も
の
で
あ
る
。 

巻
二
十
二
か
ら
巻
二
十
五
ま
で
は
王
権
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
収
載
す
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、

「
大
臣
」
と
「
兵
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
中
心
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
存
在
を
い
か
に
「
公
」（
＝
王
権
）

に
位
置
付
け
る
か
は
作
品
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
、『
今
昔
』
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
挙
句
、
前
者

を
扱
う
巻
二
十
二
、
後
者
を
扱
う
巻
二
十
五
は
と
も
ど
も
少
話
数
、
巻
末
話
の
途
絶
、
欠
話
と
い
う
結
果

に
終
わ
り
、
云
わ
ば
、
世
俗
部
の
傷
が
顕
著
に
抉
り
出
さ
れ
た
巻
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、「
秩
序
を
支
え

る
も
の
―
藤
原
氏
、
そ
し
て
兵
―
」
と
題
し
て
、
藤
原
氏
大
臣
伝
で
あ
る
巻
二
十
二
と
兵
を
叙
述
す
る
巻

二
十
五
を
考
察
す
る
。
第
一
章
は
「
藤
原
氏
大
臣
伝
」
と
さ
れ
る
巻
二
十
二
の
性
格
規
定
を
再
検
討
し
、

『
今
昔
』
が
大
臣
、
藤
原
氏
に
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
か
を
考
え
る
。
第
二
章
は
巻
二
十
五
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『
古
事
談
』
で
は
「
勇
士
」
の
巻
に
絞
り
、
立
論
す
る
。『
今
昔
』
巻
二
十
五
は
合
戦
譚
を
中
心
に
武
士

を
描
い
て
い
っ
た
が
、
『
古
事
談
』
「
勇
士
」
に
合
戦
の
現
場
や
戦
闘
行
為
そ
の
も
の
が
占
め
る
量
は
む
し

ろ
少
な
い
と
云
っ
て
よ
い
。
武
士
の
職
能
を
指
し
て
「
弓
馬
の
道
」
と
云
う
が
、
馬
に
乗
り
弓
を
手
に
戦

う
合
戦
は
、
武
士
が
も
っ
と
も
活
躍
す
る
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
措
い
て
『
古
事
談
』
は
い
か
な

る
視
点
か
ら
武
士
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
第
一
章
で
は
『
古
事
談
』「
勇
士
」
の
中
心
的
な
編
纂
軸

を
追
究
す
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
武
士
の
反
乱
の
始
発
と
記
憶
さ
れ
続
け
た
承
平
・
天
慶
の
乱
に
つ
い

て
考
え
る
。
『
今
昔
』
巻
二
十
五
は
原
則
と
し
て
時
代
順
に
説
話
を
配
列
す
る
が
、
承
平･

天
慶
の
乱
に
つ

巻
二
十
六
か
ら
三
十
一
は
、
王
権
の
周
縁
、
そ
の
秩
序
の
構
成
要
素
の
外
縁
に
あ
る
存
在
を
集
成
し
た

巻
々
が
並
ぶ
が
、
本
学
位
論
文
は
「
秩
序
の
周
辺
」
と
い
う
題
の
下
、
怪
異
説
話
を
編
纂
し
た
巻
二
十
七

に
考
察
を
加
え
た
。
特
に
巻
二
十
七
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
一
つ
に
は
『
今
昔
』
に
お
い
て
、
怪
異
は
先

に
扱
っ
た
「
兵
」
と
同
じ
く
王
朝
の
暗
部
に
蠢
く
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
、
両
者
に
注
が
れ
る
視
線
は
無

縁
で
は
な
か
っ
た
故
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
巻
二
十
七
が
作
中
で
も
文
学
的
に
高
く
評
価
す
べ
き
出
色
の
巻

と
い
う
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
古
来
、
種
々
の
文
献
に
様
々
な
怪
異
が
記
し
留
め
ら

れ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
け
る
怪
異
説
話
の
編
纂
は
、
散
逸
し
た
文
献
を
含
め
る
な
ら
ば
、
現
在
知
ら
れ

る
限
り
、
平
安
前
期
成
立
の
『
善
家
秘
記
』（
三
善
清
行
）『
紀
家
怪
異
実
録
』（
紀
長
谷
雄
）
を
嚆
矢
と
す

る
だ
ろ
う
。
両
書
の
編
者
が
と
も
に
漢
学
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
両
書
は
中
国
志
怪
小
説
を
参
考

に
編
ま
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
一
連
の
志
怪
小
説
は
起
こ
っ
た
事
実
を
誤
り
な
く
記
載
す
る
性
格

が
強
い
。
そ
れ
に
倣
っ
た
と
思
し
い
『
善
家
秘
記
』『
紀
家
怪
異
実
録
』
も
、
そ
の
佚
文
を
見
る
範
囲
に
お

い
て
は
、
編
者
の
並
々
な
ら
ぬ
怪
異
へ
の
関
心
を
窺
わ
せ
つ
つ
も
、
史
実
性
を
重
ん
ず
る
乾
い
た
筆
致
で

あ
る
。『
今
昔
』
も
ま
た
即
物
的
な
乾
い
た
肌
触
り
の
作
品
で
あ
る
が
、
編
者
は
話
中
の
人
物
の
五
感
に
基

づ
く
表
現
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
作
中
人
物
に
入
り
込
ん
で
喜
怒
哀
楽
を
と
も
に
し
、
話
内
の
事
件
を
追

体
験
し
な
が
ら
文
を
綴
っ
て
い
く
。
即
物
的
で
五
感
に
訴
え
る
筆
致
は
、
怪
異
説
話
に
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど

の
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、
巻
二
十
七
を
俟
っ
て
初
め
て
怪
異
説
話
は
文
学
と
な
っ
た
と
さ
え
評
価
で
き
る

だ
ろ
う
。
加
え
て
、
巻
二
十
六
か
ら
三
十
一
の
付
題
は
順
に
、「
宿
報
」「
霊
鬼
」「
世
俗
」「
悪
行
」「
雑
事
」

「
雑
事
」
と
あ
り
、
各
巻
異
な
る
主
題
の
下
、
説
話
を
集
成
す
る
の
だ
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
主
題
の
下
に

『
今
昔
』
が
一
巻
を
宛
て
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
問
題
を
多
く
抱
え
る
世
俗
部

に
あ
っ
て
も
難
問
の
最
た
る
も
の
に
含
め
ら
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
第
一
章
で
は
『
今
昔
』
の
巻
二

十
七
編
纂
動
機
を
考
え
、
第
二
章
で
は
編
纂
動
機
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、『
今
昔
』
が
ど
の
よ
う
な
手
順
・

手
法
で
怪
異
説
話
を
描
き
出
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
。 

第
二
部
に
は
『
古
事
談
』
と
『
今
鏡
』
を
取
り
上
げ
た
が
、『
今
鏡
』
は
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
を
成

立
の
目
安
と
し
、『
古
事
談
』
は
内
部
徴
証
か
ら
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
以
降
、
編
者
・
源
顕
兼
の
没
し

た
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
三
月
以
前
の
成
立
で
あ
る
。
約
四
十
年
を
隔
て
て
成
立
し
た
両
書
だ
が
、
と

も
に
中
世
初
期
に
成
り
、
先
行
作
品
に
見
え
な
い
初
出
説
話
を
多
く
含
み
、
且
つ
、
後
続
の
説
話
集
の
有

力
出
典
と
な
っ
た
と
い
う
共
通
の
側
面
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
論
考
を
ま
と
め
た
。 

の
考
察
に
宛
て
、
巻
の
中
核
を
構
成
す
る
「
清
和
源
氏
」
と
い
う
一
族
が
何
ゆ
え
に
巻
の
中
核
た
り
得
た

の
か
、「
公
」
と
「
兵
」
の
相
関
が
世
俗
部
の
巻
の
配
置
に
も
た
ら
し
た
影
響
な
ど
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。 
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『
今
鏡
』
は
語
り
手
が
『
大
鏡
』
の
語
り
手
・
大
宅
世
継
の
孫
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
、『
大
鏡
』
の
衣

鉢
を
継
ぐ
存
在
と
自
己
規
定
し
、
そ
の
体
裁
に
倣
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
村
上
源
氏
列
伝
で
あ
る
「
村

上
の
源
氏
」
、
賜
姓
源
氏
・
皇
族
列
伝
で
あ
る
「
み
こ
た
ち
」
、
和
歌
説
話
、
源
氏
物
語
論
な
ど
を
収
め
る

「
打
聞
」
は
『
大
鏡
』
に
は
見
え
な
い
、
『
今
鏡
』
独
自
の
章
立
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
今
鏡
』
の

独
自
性
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
諸
章
か
ら
着
手
す
る
の
は
一
つ
の
方
法
と
云
え
る
。
そ
し
て
「
昔
語
」

の
巻
は
『
大
鏡
』
の
「
雑
々
物
語
」
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
明
確
な
章
立
て
と
精
緻
な
説
話
配
列

を
誇
り
、
雑
纂
的
と
評
さ
れ
る
「
雑
々
物
語
」
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
構
成
を
と
る
。
こ
の
精
緻
な

章
立
て
や
配
列
は
『
今
鏡
』
の
特
性
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
で
、
や
は
り
『
今
鏡
』
の
独
自
性
を
強
く
帯

び
た
巻
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
こ
の
「
昔
語
」
の
作
品
内
に
お
け
る
定
義
付
け
、『
今
鏡
』
の
全
体
構
造

と
の
関
係
性
、
内
部
の
構
成
な
ど
を
考
察
す
る
。
第
二
章
は
、
「
打
聞
」
を
取
り
上
げ
、
「
打
聞
」
は
和
歌

説
話
を
集
成
す
る
「
敷
島
の
打
聞
」
と
、
万
葉
集
成
立
論
「
奈
良
の
御
代
」
、
源
氏
物
語
論
「
作
り
物
語
の

行
方
」
か
ら
成
る
が
、
従
来
、
前
一
者
は
前
巻
「
昔
語
」
が
収
め
る
諸
芸
能
譚
の
一
翼
を
占
め
る
、
云
わ

ば
、「
昔
語
」
の
延
長
線
上
に
位
置
し
、
雑
事
と
し
て
歴
史
叙
述
の
一
端
に
属
す
る
の
に
対
し
、
後
二
者
は

歴
史
叙
述
と
は
関
わ
り
を
持
た
な
い
付
属
物
と
見
な
さ
れ
、
巻
の
中
間
に
内
容
的
な
区
分
が
引
か
れ
て
き

た
が
、
本
章
で
は
「
敷
島
の
打
聞
」
所
収
説
話
の
分
析
を
通
じ
、「
打
聞
」
と
い
う
巻
を
統
一
的
に
捉
え
る

視
点
を
模
索
す
る
。「
付
論
」
は
、「
打
聞
」
論
の
展
開
上
、
本
論
に
う
ま
く
は
め
込
め
な
か
っ
た
「
打
聞
」

巻
頭
二
話
に
絞
っ
た
論
考
で
あ
る
。
第
三
章
は
巻
の
個
別
的
考
察
で
は
な
く
、『
今
鏡
』
全
体
に
ま
つ
わ
る

論
で
あ
る
。『
今
鏡
』
の
研
究
蓄
積
の
薄
さ
を
考
え
る
と
、
作
品
そ
の
も
の
の
魅
力
の
薄
さ
が
要
因
に
想
定

さ
れ
、
現
代
の
享
受
者
に
極
言
す
れ
ば
「
つ
ま
ら
な
い
」
作
品
と
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
こ
で
逆
説
的
な
見
地
か
ら
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
要
素
に
こ
だ
わ
り
、
『
今
鏡
』
の
文
学
的

特
質
を
考
え
る
。 

い
て
は
年
次
を
逆
転
さ
せ
て
巻
頭
二
話
に
据
え
、
こ
れ
を
「
兵
」
の
濫
觴
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
が
、『
古

事
談
』
「
勇
士
」
も
原
則
的
に
説
話
を
時
代
順
に
配
し
た
が
、
『
今
昔
』
と
は
対
照
的
に
、
承
平
・
天
慶
の

乱
説
話
群
に
は
そ
の
原
則
を
適
用
せ
ず
、
年
次
的
に
も
っ
と
も
遡
る
説
話
群
で
あ
り
な
が
ら
、
巻
頭
を
飾

ら
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
巻
の
編
纂
と
関
わ
ら
せ
て
そ
の
理
由
を
探
る
と
と
も
に
、
抄
出
を
専
ら
と

す
る
『
古
事
談
』
が
、
ど
の
よ
う
に
説
話
群
を
構
成
し
た
の
か
を
問
題
と
し
た
。
第
三
章
は
一
言
で
云
え

ば
、
『
今
昔
』
巻
二
十
五
と
の
特
徴
的
な
差
異
を
中
心
と
し
た
論
考
で
あ
る
。 
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